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　目的・高齢者の健康は本人、家族はもちろんのこと、社会的にも重要な関心事のーつで
ある。近年の高齢者の生活スタイルには様々な形態があるが、わが国では、施設生活者を
除けば、独居形態、老夫婦のみの一世代生活形態、複合家族すなわち三世代生活形態がほ
とんどを占めている。その生活形態の相違と高齢者の健康の関係を調査し、第45回本大会
において、栄養素摂取量は一世代生活形態の男女が高いこと、いずれのグループもカルシ

ウムと鉄の不足があること、また、自分が健康で活動的と考えているのは一世代生活形態
の男性と、三世代生活形態の女性であったことを報告した。今回引き続き、健康状況につ
いて６項目に分けてまとめたので報告する。
　方法・対象者は、岡崎市在住の7 0歳以上の高齢者で、住民台帳より独居生活形態（Ｌ
Ａ群）、老夫婦のみの一世代生活形態（ＬＳ群）、三世代生活形態（ＬＦ群）別に抽出し
手紙で調査の協力を依頼した。協力者は男性4 3名、女性4 6名の計8 9名で、応答率は
６3. 6 ％、平均年齢は男性7 8歳、女性7 7歳である。調査は面接聞き取り法を用いた。
　結果・日常生活に対する不都合性は「難しいが助けはなくてよい」の範囲の回答が大多
数であった。家事労働時間はＬＡ群の男性8 0分、女性1 5 2分、ＬＳ群の男性9 0分、
女性I A o分、L F群の男性1 1 6分、女性1 7 3分であった。散歩時間は１日に、男女
それぞれL A群2 6分、2 4分、L S群6 5分、3 2分、L F群3 9分、2 6分であった。
その他、運動量、社会活動、疾病、常用薬、健康補助用具などについても分析したが、項
目別に集計した結果を点数化した総合評価ではL A群が劣っていた。
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　【目的】「介護休業制度」の法制化をめぐっての審議が、労働省、国会等で行われ
ているが（1995年１月28日現在）、そこで検討されている法案を中心に、どのよう
な内容が実際に老親介護と職業生活を両立させていくには望ましいのか、その実態

に合った内容とはどのようなものか。それらの事柄について実際に各事業所におい
て導入されている介護休業制度や介護実態から検討していくことを目的とする。
　【方法】介護休業制度に関する法案の内容について、筆者が1990年に実施した「雇
用労働者における老人介護の実態調査」、労働省が実施した「平成５年度女子雇用

管理基本調査」と「介護に関する企業内福祉制度についてのガイドライン検討会議
報告書」（1992年）での調査、連合が実施した「介護・看護休業制度調査」（1992）
と「介護休業・短時間勤務制度取得者実態調査報告書」（1994）での調査から検討

を行う。
　【結果】①制度の普及状況は、徐々にではあるが普及している。しかし企業規模に

よる格差は広がっている。②対象の範囲は、制度の位置づけを明確にしてから考え
ていく必要がある。③期間については法案では「３か月」としているが、休業保障
が高い事業所が多いなどのメリットがある。しかし、１年間としている事業所が最

も多く、取得者としても選択の幅がある。④保障については、制度取得者も「経済
的に苦しい」とする者が多く、家族責任は男女双方で担うべきという観点から社会

保険料だけではない生活保障が望ましい。
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